
本学では、DEIB（ダイバーシティ、エクイティ、インクルージョン

＆ビロンギング）推進の一つの取組として、研究活動においても、女子

学生が今よりもましてリーダシップやイニシアティブを発揮できる環境

づくりを目指します。

「女子学生チャレンジプロジェクト」は、女子学生がチームリーダー

となって、自らの好奇心や探求心を核とした新しい課題に挑み、メン

バーと多様な視点から議論し、チームで協働するプロセスを通じて、研

究の面白さを感じられるような活動を後押しします。

今年度は 31 件の多岐にわたるテーマの応募があり、書類選考の結

果、11 件がヒアリング審査に進み、最終的に 4 件が採択されました。

これを受けて、2025 年 7 月 7 日に、学童保育所 京都大学キッズコミュニティ（KuSuKu）にて、総合研究推進本

部の藤田 弥世、森山 理美、齊木 あやの各リサーチ・アドミニストレーター（URA）の協力により、採択チームを

対象としたオリエンテーションを実施しました。

まず、平山 朋子 理事補（男女共同参画担当）からの挨拶で、各チームへの期待が述べられました。その後、参加

者の自己紹介が行われ、和やかな雰囲気の中でオリエンテーションがスタートしました。

2025 年度「女子学生チャレンジプロジェクト」採択者
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2025 年度「女子学生チャレンジプロジェクト」採択者を決定しました
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続く、藤田 URA による「プロジェクトマネジメント研修」では、タスク管理

やメンバー間のコミュニケーションの取り方など、プロジェクトマネジメントの

基礎知識についての説明やグループワークが行われました。グループワークを通

じて、他のプロジェクトチームのメンバーとも活発に意見交換を行われ、参加者

同士の距離が徐々に縮まりました。研修は日本語で行われたため、海外出身のメ

ンバーには適宜齊木 URA のフォローが入りました。

その後、森山 URA が進行する形で、各チームのピッチ発表と質疑応答では、

グループワークの効果もあり、活発な意見交換がなされました。イベント終了後

も、チームを越えた交流や情報共有が盛んに行われました。

採択チームは今後、設定した研究計画に沿って 2026 年 2 月末まで活動し、3 月に成果報告を行う予定です。

オリエンテーションに参加したメンバーと平山理事補

平山理事補による挨拶

京都大学を目指す女子高生へ向けた各種紹介記事をホームページで公開しています。

「女子高生へのメッセージ」動画では、京都大学を卒業し、社会へ出て活躍している女性の先輩たちから、現在の

仕事について、大学時代の勉強と生活、そして高校時代どう過ごしていたかなどの話を聞くことが出来ます。最後に

は進路に悩んだり、受験に不安を抱えている女子高生への応援メッセージが収録されています。新しく卒業生の動画

が加わりました。

https://www.cwr.kyoto-u.ac.jp/story/message/

また、学生・研究者・卒業生紹介サイト「MY STORY」では、最新

のトピックスとして、理系学部の女子学生のクロストークなどを公開

しています。こちらも是非ご覧ください。

https://www.cwr.kyoto-u.ac.jp/mystory/

「女子高生へのメッセージ」ホームページで公開中
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病児保育室「こもも」において、新型コロナウイルス感染症の影響

等により一時中止していた医学部附属病院での事前診察を、2025 年

6 月 11 日（水）より再開しました。当日に「こもも」の利用を希望

され、同院での事前診察を希望される場合は、予約時にその旨をお伝

えください。診察時間は 8 時 45 分〜 12 時 00 分です。

また、新型コロナウイルス検査については、従来は必須としていま

したが、今後は症状や流行状況に応じて実施する方針へと変更しまし

た。さらに、病児保育室の予約についても一部、予約フォームからの

受付を開始しました。詳しくは以下までお問い合わせください。

京都大学　病児保育室「こもも」

メール：byojih@kuhp.kyoto-u.ac.jp

電　話：075-751-3090（平日 8：30 〜 17：00 ）

病児保育室「こもも」医学部附属病院での事前診察再開

京都大学男女共同参画推進センターでは、女性の先生方にメンター

をお願いし、女性の学生、院生、研究者の相談を受けています。「研

究分野の選択で迷っている、研究を続けることに漠然と不安がある、

研究分野を変えたい」など、研究上のことで困ったときはもちろんの

こと、キャリアに悩んだりアドバイスが欲しいときなど、相談に対応

しています。

2025 年度メンターには理系 87 名・文系 31 名が登録されていま

す。また、48 名が英語でも対応しています。

ご利用の際は下記 URL をご覧ください。

https://www.cwr.kyoto-u.ac.jp/support/consult/mentor/（日本語）

https://www.cwr.kyoto-u.ac.jp/en/mentor/（英語）

メンター相談
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Gender Equality Promotion Center
〒 606-8303　　京都市左京区吉田橘町
E-mail　 w-shien@mail2.adm.kyoto-u.ac.jp
HP          https://www.cwr.kyoto-u.ac.jp/


